
名古屋工業大学

2018年度 名古屋⼯業⼤学
教育研究活動報告会



名古屋工業大学Nagoya Institute of Technology

本⽇の内容
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・ ⼤学改⾰・教育研究活動報告
・ 2017事業年度業務・決算報告

１．業務実績評価結果
２．予算
３．財務状況

・ 質疑応答
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⼤学改⾰・教育研究活動報告
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名古屋⼯業⼤学のビジョン －中京地域産業界との融合－
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名古屋⼯業⼤学の学⽣数、教職員数
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学⽣数

教職員数

⼯学部
（第⼀部）

⼯学部
（第⼆部）

⼤学院⼯学研究科
博⼠前期課程

⼤学院⼯学研究科
博⼠後期課程 合 計

3,976⼈ 115⼈ 1,500⼈ 159⼈ 5,750⼈

（2018年５⽉１⽇現在）

教 員 事務職員 技術系職員 医療職員 合 計

340⼈ 122⼈ 50⼈ 2⼈ 514⼈
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・ 創造⼯学教育課程は現在、
学部段階のみ設置。

・ 他に、博⼠後期課程に共同
ナノメディシン化学専攻及び国
際連携情報学専攻を有する。

学部 博⼠前期（※）

５専攻は、
博⼠後期を有する

名古屋⼯業⼤学 2016年度教育組織改⾰

（６年⼀貫創造⼯学教育課程）

教育組織改⾰の実施 －地域産業界の求める⼈材養成－
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※ 博⼠前期課程については、2020年度に改組予定。
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産業界との議論によって、
価値創造型の⼈材を育成する創造⼯学教育課程を開始。

６年⼀貫創造課程 創造⼯学教育課程

n 学部・博⼠前期を接続した課程として設置。
n 学⽣が⾃律的に横断的学習を進め、価値創造型⼈材を育成。
n ルーブリックを活⽤した達成度評価。
n ６年を活⽤した実践経験重視の教育を実施。
n 少⼈数教育、⼿厚い学⽣指導を実施。
n ⼯学デザイン科⽬をおき、企業型教員とともに教育。
（実践問題解決、デザイン理論、PBL演習等）
n 研究インターンシップを通じての価値創造的⼈材の教育。

教育組織改⾰の実施 －地域産業界の求める⼈材養成－
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名古屋⼯業⼤学・ウーロンゴン⼤学 国際連携情報専攻の開設

世界をリードし新規研究分野を開拓できる研究者、
新規事業の開拓を先導するグローバルリーダーとしての
実践的研究者・技術者の養成を⽬指す。

2018年３⽉ジョイント・ディグリー・プログラムによる国際連携専攻を設置。
（⼯学系⼤学院（博⼠後期課程）で、⽇本初。）
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卒業・修了者数
（⼈）

進学者数
（⼈）

進学率
（％）

求職者数
（⼈）

就職者数
（⼈）

就職率
（％）

第⼀部
男 785 593 75.5 179 176 98.3
⼥ 142 72 50.7 69 69 100
計 927 665 71.7 248 245 98.8

第⼆部
男 22 5 22.7 17 16 94.1
⼥ 1 0 0 1 1 100
計 23 5 21.7 18 17 94.4

博⼠前期
男 602 11 1.8 590 587 99.5
⼥ 102 4 3.9 96 95 99.0
計 704 15 2.1 686 682 99.4

博⼠後期
男 25 - - 21 20 95.2
⼥ 9 - - 6 5 83.3
計 34 - - 27 25 92.6

計
男 1434 609 42.5 807 799 99.0
⼥ 254 76 29.9 172 170 98.8
計 1688 685 40.6 979 969 99.0

（2018年５⽉１⽇現在）

学⽣の就職状況 －2017年度就職等状況－
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価値ある⼤学2019年版〜就職⼒ランキング〜（⽇経キャリアマガジン）
「⼤学の就職⼒徹底調査」内、「⼤学の取り組みランキング」より抜粋

学⽣の就職状況 －新聞報道等－
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新しい“価値”を創造し、社会へ“発信”する拠点を⽬指します︕

「⼈」「知恵」「技術」を繋ぐ

学術・技術で新しい“価値をデザイン”

名⼯⼤から発
信

地域の総⼒を結集して、
“価値づくり”を推進する拠点＝

そうだ！鶴舞に行こう!!様々な
ネットワーク

研究機能強化による先端的・独創的な研究拠点の構築

名⼯⼤が⽬指すあり⽅ －⼯学のイノベーションハブ－
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新素材/デバイス創出・基礎学理の究明シ
ス
テ
ム
化

産学官で活躍するグローバル研究リーダー

広い視野 高いオリジナリティ

世界で戦える研究力

イノベーション原動力の創出

地域・産業の発展に貢献

知能技術

エネルギー ヘルスケア

国際的産学官連携を基軸とする、横断・融合型教育研究組織

本学の高い研究実績を基礎に 世界で戦える人材を養成

情報・価値創成原理の究明
社
会
的
価
値
化

研究分野：グリーン、エネルギー、ヘルスケア

材料科学フロンティア研究院 情報科学フロンティア研究院

生命・応用化学 物理工学

博士課程教育プログラムの推進

グローバル研究リーダー教育
共同研究を教育の場とする体制作り
国内外研究機関への若手教員、学生研究派遣

社

会

工

学

デ
バ
イ
ス

モ
デ
リ
ン
グ

◇各研究院の体制◇

院長
（副院長）

人材育成

研究推進
イノベーション創出につなぐ新分野の開拓・分野融合

国際的教育研究ユニット
国内外のプロジェクト研究
若手教員の研究力強化

情報工学

教育組織
国際交流組織

研究実績

研究分野：ライフサポート、メディア情報
ソーシャルコンピューティング

フロンティア研究院 による教育研究機能強化
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フロンティア研究院の運営（１）

・ 海外有名⼤学から、教育研究ユニットを招致。
国際共同研究の推進、学⽣教育の実施、グローバル研究ネットワークを構築。

ヨーロッパ地域ヨーロッパ地域
＜主な招致機関＞
・ オックスフォード⼤学（英国）
・ インペリアル・カレッジロンドン（英国）
・ エアランゲン・ニュルンベルク⼤学（ドイツ）
・ フランス国⽴科学研究センター（フランス）

オセアニア地域
＜主な招致機関＞
・ ウーロンゴン⼤学（オーストラリア）

・ シドニー⼯科⼤学（オーストラリア）

ジョイント・ディグリープログラム 2018年開始

北 ⽶ 地 域
＜主な招致機関＞
・ マサチューセッツ⼯科⼤学（⽶国）
・ カーネギーメロン⼤学（⽶国）

海外の⼤学・研究機関から、教育研究ユニットの招へい を実施

2016年度 20件
2017年度 46件

2016年度 20ユニット 24名
2017年度 24ユニット 28名

英語による特別講義
招へい研究者による講義を実施

国内、国際シンポジウムの開催
2016年度 3件
2017年度 2件
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2018/11/8 ZEBRA株式会社 広報室
筆記振動を制御したストレスフリーな書き⼼地「ブレン」
https://www.zebra.co.jp/press/news/2018/1108.html（2019/3/12）

14

フロンティア研究院の運営（２）

・ イノベーション創出につなぐ研究プロジェクトを推進。
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１⼈当たり論⽂数（2013-2017年度平均値）

将来的に本学をけん引することが期待できる
⾼い研究⼒を持つ多様な専⾨分野の教員で構成 研究成果の社会への還元
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産業界との連携強化 －産学官⾦の連携構造－
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区分
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※ ⽂部科学省 「平成29年度⼤学等における産学連携等
実施状況について」より抜粋

⺠間との共同研究

⺠間企業との共同研究に伴う
研究者１⼈当たりの研究費受⼊額

第２位
（国⽴⼤学86⼤学中︓１位）

（単位︓千円）

私

私

私
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名古屋⼯業⼤学は、「ものづくり ひとづくり 未来づくり」という教育理念を⽬標に掲げ、グローバ
ルに活躍する「実践的⼯学エリートの養成」をめざしています。（中略）
本学は、ダイバーシティに基づくオープンイノベーションの実現に貢献するため、以下の基本⽅針
を掲げて積極的に活動することを宣⾔いたします。

基本⽅針︓
1. ダイバーシティ推進の視点に⽴った教育・研究環境の整備を⾏う
2. ダイバーシティ推進とその活⽤の観点から、全構成員の労働環境の整備を⾏う
3. 〈ダイバーシティ・アンド・インクルージョン〉の実現に向けた意識変⾰に努める

（2017.11.22）

名古屋⼯業⼤学ダイバーシティ推進宣⾔

ダイバーシティ環境の整備

17
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・産学官⾦連携機構
・保健センター
・卒業⽣連携室
・キャリアサポートオフィス
・アドミッションオフィス
・⼊試課 ・研究⽀援課
・⼈事課 ほか

・名古屋⼯業会
（全学同窓会）

・鶴桜会
（OG同窓会）

・彩綾〜SAYA〜
（⼥⼦学⽣組織）

委員⻑︓学⻑ 委員︓理事・副学⻑・学⻑特別補佐・全教育類⻑/専攻⻑

学⻑・役員会

ダイバーシティ推進委員会

ダイバーシティ推進センター

進捗報告 評価・助⾔ 協
⼒

NITech CAN の実施

産業界
連携

学⻑・役員会
指揮・監督

学内協⼒部局

ダイバーシティ推進
連絡会

OG同窓会

⼥⼦学⽣組織

ダイバーシティ推進センター による⼥性研究リーダーの育成

18
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国際学⽣寮 「NITech Cosmo Village」 の開設

建築構造︓地上３階
居室タイプ︓シェア型（１ユニット８名）
収容⼈数等︓208⼈（26ユニット）

留学⽣・⽇本⼈学⽣が居住し、
共同⽣活を通じて国際交流を推進する場となってます。
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2017事業年度業務・決算報告
１．業務実績評価結果
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2016年度業務実績評価結果
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2017年度業務実績評価結果
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2017事業年度業務・決算報告
２．予算
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国⽴⼤学法⼈運営費交付⾦予算額の推移

※ ⽂部科学省作成の資料より引⽤
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機能強化経費
（機能強化の⽅向性
に応じた重点⽀援）

＜第３期中期⽬標期間（2016年度〜）＞

運営費交付⾦対象事業費

基幹経費
（教育研究に必要な基盤的な経費）

特殊要因
経費

（退職⼿当等）

⾃⼰収⼊（授業料等）
運営費交付⾦

基幹経費分 機能強化経費分
特殊要因運営費

交付⾦

約１％分について、各⼤学の戦略の進捗状況（KPI）を評価の上、
機能強化経費として再配分

基幹運営費交付⾦

※

運営費交付⾦の算定の仕組み
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国⽴⼤学法⼈運営費交付⾦予算額の概要（90法⼈）

※ ⽂部科学省作成の資料より
26

※ （）書きは前年度の⾦額。
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客観的な共通指標による再配分の仕組み（2019年度〜）
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（単位︓百万円）

（年度）

名古屋⼯業⼤学 運営費交付⾦交付額の推移

※ 退職⼿当等の特殊要因経費を除く。

▲648百万円 ＋232百万円

第Ⅰ期中期計画期間 第Ⅱ期中期計画期間 第Ⅲ期
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2017事業年度 名古屋⼯業⼤学予算の概要
（単位：百万円）

28'予算額 29'予算額 差引増減 28'予算額 29'予算額 差引増減

〔基幹運営費交付金算定の部〕 8,105 8,194 89 〔基幹運営費交付金算定の部〕 8,105 8,194 89
１．基幹運営費交付金 4,374 4,384 10 １．教育研究等基幹経費 4,084 4,084 0

（１）学部・大学院教育研究経費 3,893 3,893 0

（２）学長裁量経費 190 190 0

２．基幹運営費交付金対象収入 3,731 3,810 79 ２．その他教育研究経費 3,674 3,887 213
（１）基準学生納付金収入 3,094 3,098 3 （１）機能強化促進係数対象経費 3,419 3,388 ▲ 31

（２）その他収入 637 712 76 　①規定分 3,117 3,089 ▲ 28 機能強化促進係数影響額　▲28百万円

　②教育等施設基盤経費 302 299 ▲ 3

（２）政策課題等対応経費 255 493 238

　①授業料免除実施経費 255 255 0

　②電子ジャーナル整備経費 - 3 3

　③基幹経費化分 - 234 234

（３）教育研究組織調整額 - 4 4

（４）教育等施設基盤調整額 - 3 3

３．機能強化経費 348 148 ▲ 200 基幹経費化に伴う減　▲234百万円

（調整額【再掲】） - 76 76 （調整額） - 76 76 その他収入増見合分

〔特殊要因運営費交付金算定の部〕 〔特殊要因運営費交付金算定の部〕

３．特殊要因運営費交付金 276 488 212 ４．特殊要因経費 276 488 212
退職手当　337百万円
PCB廃棄物処理費　149百万円

　運営費交付金対象収入　　計 8,381 8,682 301

うち　運営費交付金 4,650 4,872 222
※百万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。

備　　考
区　　分 区　　分

　運営費交付金対象支出　　計 8,381 8,682 301

収　　　　　入 支　　　　　出
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2017事業年度業務・決算報告
３．財務状況
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2017事業年度 損益計算書の概要（１）

31

（2017年４⽉１⽇ 〜 2018年３⽉31⽇）
（単位︓百万円）

区 分 ⾦ 額

費⽤の部 11,490

【経常費⽤】 11,482

教育経費 1,067

研究経費 1,613

教育研究⽀援経費 392

受託研究費等 1,239

⼈件費 6,417

⼀般管理費・財務費⽤ 755

【臨時損失】 8

費 ⽤ 合 計 11,490

＜教育経費＞
国⽴⼤学法⼈等の業務として学⽣等に
対して⾏われる教育に要する費⽤

＜研究経費＞
国⽴⼤学法⼈等の業務として⾏われる
研究に要する費⽤

＜教育研究⽀援経費＞
附属図書館や情報基盤センター等のよう
に教育・研究の双⽅を⽀援し、学⽣及び
教員の双⽅が利⽤するものの運営に要
する費⽤

＜受託研究費等＞
国や⺠間等からの受託研究や共同研究
に要する費⽤

※ ⾦額は百万円未満を四捨五⼊しているため、計が合わないことがあります。以下、同じ。
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（2017年４⽉１⽇ 〜 2018年３⽉31⽇）

（単位︓百万円）
区 分 ⾦ 額

収益の部 11,573

【経常収益】 11,565

運営費交付⾦収益 4,875

学⽣納付⾦収益 3,462

受託研究等収益 1,475

寄附⾦等収益 293

補助⾦等収益 182
雑益 369
その他 909

【臨時利益】 8

【⽬的積⽴⾦取崩額】 -

当 期 総 利 益 83

＜運営費交付⾦収益＞
運営費交付⾦債務のうち、期間進⾏、
業務達成、費⽤進⾏のいずれかの基準に
応じて収益化したもの

＜学⽣納付⾦収益＞
授業料債務を期間進⾏基準に応じて
収益化したもの、⼊学料収益及び検定料
収益

＜受託研究等収益＞
国や⺠間等からの受託研究や共同研究に
係る収益

＜寄附⾦・補助⾦等収益＞
受け⼊れた寄附⾦・補助⾦等を、
費⽤に充当した収益

＜当期総利益＞
⼤学の努⼒により発⽣した利益は、
⽬的積⽴⾦として翌期以降に使⽤可能。
国際交流会館の改修に充当予定。
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教育経費

1,067
9%

研究経費

1,613
14%

教育研究⽀援経費

392
3%

受託研究費等

1,239
11%

⼈件費

6,417
56%

⼀般管理費
財務費⽤

755
7%

費⽤
11,482
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2017事業年度 損益計算書の概要（３）

経 常 費 ⽤ 経 常 収 益

運営費交付⾦
収益

4,875
42%

学⽣納付⾦収益

3,462
30%

受託研究等収益

1,475
13%

寄附⾦収益

293
2%

補助⾦等収益

182
2%

雑益

369
3%

その他
909
8%

収益
11,565

（単位︓百万円） （単位︓百万円）
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教育経費の詳細

（年度）

教育経費の推移 2017年度教育経費内訳

奨学費

315
30%

⽔道光熱費

164
15%

消耗品費・備品費

145
14%

減価償却費

113
11%

報酬・委託・⼿数料

110
10%

旅費交通費

77
7%

リース料

48
4% その他

95
9%

（単位︓百万円）

教育経費
1,067

（単位︓百万円）
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奨学⾦

56
18%

授業料免除

251
79%

⼊学料免除

9
3%

35

奨学費（１） –学⽣への経済的⽀援－

2017年度奨学費 内訳

奨学費
315

（単位︓百万円）

奨学⾦の内訳 ⾦額
名古屋⼯業⼤学ホシザキ奨学⾦ 27

名古屋⼯業⼤学基⾦（国際化推進事業） 16

名古屋⼯業⼤学基⾦ 13
合 計 56

（単位︓百万円）

授業料免除の内訳 ⾦額 ⼈数※

⼯学部 第Ⅰ部 139 265
⼯学部 第Ⅱ部 4 14

⼤学院 博⼠前期課程 92 177
⼤学院 博⼠後期課程 16 30

合 計 251 486

（単位︓百万円）

※ ⼈数については、全額免除及び半額免除を含みます。
また、前期免除者と後期免除者の平均⼈数としています。
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名古屋⼤学

名古屋⼯業⼤学

ü 年間144万円（12万円×12⽉）の返還不要奨学⾦
ü 将来ものづくりに携わることを希望し、経済的に修学が困難な学⽣
を⽀援

ü 学修・研究に集中できるよう充分な⾦額を2年間継続給付

名古屋工業大学ホシザキ奨学金

SDF株

45,000株
配当⾦

坂本ドネイション・ファウンデイション株式会社（SDF社）

SDF社は公益法⼈等に対する寄附を事業としている。
SDF社株

＊SDF社発⾏の株式のうち⼀部
を本学と名古屋⼤学へ寄附
（議決権のある株式は含まれ
ていない。）

2017年度授与式

奨学費（２） －名古屋⼯業⼤学ホシザキ奨学⾦－

・ 株式を寄附として受⼊れ、その配当⾦を原資に奨学⾦を運⽤する⽇本初の取り組み。
（2016年度スタート。）
・ 2017年度は、学⽣12名（Ⅰ期⽣5名、Ⅱ期⽣7名）に対して総額27百万円を⽀援。
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研究経費の詳細

減価償却費

646
40%

消耗品費・備品費

407
25%

⽔道光熱費

174
11%

旅費交通費

145
9%

報酬・委託・⼿数料

87
5%

修繕費

63
4%

その他

91
6%

（単位︓百万円）

研究経費
1,613

研究経費 推移 2017年度研究経費 内訳

（年度）

（単位︓百万円）
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外部資⾦の受⼊額 －寄附⾦、受託研究費、共同研究費－

953
626 657 684 757 809

603

828
415 477

666
711

218
213

220
254

236
263

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017

（単位︓百万円）

（年度）

■寄附⾦
企業や個⼈から教育研究の充実等
を⽬的として寄附されるもの

■受託研究費（間接経費含む）
公的機関等からの委託研究を⾏う
ために受け⼊れる資⾦

■共同研究費（間接経費含む）
企業等との共同研究を⾏うために
受け⼊れる資⾦

⼤型プロジェクト（窒化物半
導体マルチビジネス創⽣セン
ター）

補正予算による整備
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間接経費の使途

⼈件費

103
27%

光熱⽔費

159
41%

物件費

24
6%

施設・設備維持管理

32
8%

その他

69
18%

（単位︓百万円）

合計
387

・ ⼤学の研究環境の改善・機能向上及び維持・管理に必要な経費として使⽤。

・ ⼈件費 ・・・ 産学連携、知財管理のための職員等を雇⽤
・ 物件費、施設・設備維持管理

・・・ ⼤型共⽤設備の維持管理、⼤学の施設保全業務等
・ その他 ・・・ 特許出願費⽤、その他産学連携推進のための費⽤等
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役員報酬等

75
1%

教員
給与等

4,064
63%

職員
給与等

1,852
29%

退職⾦

427
7%

2017年度⼈件費 内訳

⼈件費
6,417
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⼈件費の詳細

1,614 1,580 1,716 1,791 1,814 1,852

3,687 3,592
3,901 4,035 4,008 4,064

64 63
68 72 75 75

0

200
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1200

1400

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017

役員

教員

職員

⽀給⼈数

報酬・給与等 推移（退職⾦を含まない）

（単位︓百万円） （⼈）

（単位︓百万円）

※ ⽀給⼈員については、年間平均⽀給⼈員数を記載しています。



名古屋工業大学Nagoya Institute of Technology

2017事業年度 貸借対照表の概要
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区 分 ⾦ 額
資産の部 45,998
【固定資産】 42,571
⼟地 15,124
建物・構築物 13,915
機械装置・⼯具器具備品 2,028
その他有形固定資産 3,890
無形固定資産 55
投資有価証券 7,560
【流動資産】 3,427
現⾦及び預⾦ 3,108
その他の流動資産 319

資 産 合計 45,998

区 分 ⾦ 額
負債の部 18,585
未払⾦ 1,043
リース・PFI債務 867
寄附⾦債務 9,245
前受受託研究費等 314
資産⾒返負債 6,339
その他の負債 776
純資産の部 27,414
資本⾦ 28,577
資本剰余⾦ △1,416
利益剰余⾦ 253

負債・純資産 合計 45,998

（単位︓百万円）
（2018年３⽉31⽇現在）
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⼟地

15,124
33%

建物・構築物

13,915
30%機械装置

⼯具器具備品

2,028
4%

美術品等

49
0%

投資有価証券

7,560
17%

船舶等

1
0%

現⾦・預⾦
3,108

7%
その他
4,213

9%

SDF社株式

（単位︓百万円）

資産総額
45,998
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ヨット（愛知県蒲郡市）

国際学⽣寮（愛知県名古屋市）ブロンズ像（２号館前）

名古屋⼯業⼤学が保有する資産
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４号館
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財務省所有の⼟地
（職員宿舎跡地）
寄附⾦で購⼊

⼟地の取得 －国際学⽣寮「NITech Cosmo Village」の整備－

名⼯⼤所有の⼟地
（職員宿舎跡地）

・ 隣接していた財務省所有の⼟地を、寄附⾦を原資に取得。（2016年度取得）
・ 当該区画を国際交流推進の場「NITech Cosmo Village」として、⼀体的に整備。
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（単位︓百万円）

（年度）

有形固定資産の推移（１）

（単位︓百万円）

（年度）

建 物 ⼯具器具備品

４号館建設 補正予算による整備

・ 教育研究を使命とする⼤学にとって、有形固定資産（⼟地、建物や⼯具器具備品など）は活動の基盤。
・ 近年は有形固定資産の帳簿価格(価値)が減少傾向 → 施設・設備の⽼朽化が進⾏中。
・財源が不⾜する中、既存施設・設備の更新等がなされていない。
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・ 国の予算は極めて厳しい状況。
・ 教育・研究活動の基盤である施設・設備の、計画的な更新が課題。

有形固定資産の推移（２）

<国⽴⼤学等の教育研究設備整備予算額の推移>

※ ⽂部科学省作成「挑戦する国⽴⼤学」より引⽤
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施設の⽼朽化

１号館 築年1987年、築31年

２号館 築年1994年、築24年

６号館 築年1999年、築19年

国際交流会館
築年1989年、築29年

・ ⼤学の⾃⼰資⾦で改修を予定
・ 概算⼯事費 ４億４千万円

汚⽔管腐⾷による漏⽔ 屋上防⽔劣化による漏⽔
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最後に・・・
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2017/11/17 ⽇本経済新聞
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO23617960X1
1C17A1LX0000/

2018/3/1 ⽇刊⼯業新聞
https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00463842

⼤学基⾦事業へのお願い



名古屋工業大学Nagoya Institute of Technology

49

✔ 学⽣への⽀援

✔ 教育研究設備の拡充

✔ 国際交流の推進

✔ 研究活動⽀援

ひとづくり未来基⾦
（修学⽀援基⾦）

経済的な理由により、修学が困難
な学⽣を⽀援する基⾦です。2016
年（平成28年）に導⼊された税額
控除制度の対象となります。

⼤学基⾦事業へのお願い

検索 名⼯⼤基⾦⏎
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質疑応答
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